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   以下に「ASCAL/杭」の機能・特徴を示します。 

 

 （1）対象杭種 

    ・場所打ちコンクリ－ト杭 （拡底杭も可能） 

  ・ＰＨＣ杭（打込み工法） 

    ・ＰＨＣ杭（埋込み工法）  

  ・鋼管杭 （打込み工法） 

    ・鋼管杭 （埋込み工法）  

 

 （2）採用指針 

    ・告示式 

  ・学会式 

    ・東京都（東京Ａ・東京Ｂ）  

 

 （3）検討支持力 

    ・先端支持力 

  ・周面摩擦 

    ・引抜き抵抗  

 

 （4）水平力計算 

    ・多層地盤解析により杭の応力を算定します 

  

（5）基礎梁計算 

    ・戻し杭頭モ－メントを基礎梁のみで負担する計算をします 

 

 （6）応用機能 

    ・杭頭モ－メントの直接入力が可能です 

  ・露出杭の計算が可能です 

    ・杭頭水平変位が 1.0cm を超えた場合は地盤バネの低減を考慮します  

    ・戻し杭頭モ－メントによる基礎梁せん断力を杭設計用軸力に考慮します  

 

 

 

※ 本操作手順書は「ASCAL」に関する基本操作に慣れている方が対象となります。 

 

※ 手順書中、表示される [Q&A No.-----]は、ホ－ムペ－ジに掲載されているQ&A の 

番号を示します。 
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§２ 上部建物概要 
 当手順書は杭の入力に対するものであり、上部建物に関する ASCAL デ－タは“杭手順書用 

 建物モデル“を使用します。 

 なお、上部建物・設計 GL とボ－リング柱状図、杭等の取り合いは P.8 を参照下さい。 

 

（1）建物概要 

    ・階数  地上 3階  地下なし  塔屋１階 

    ・高さ   軒高 12.15ｍ 、 最高高さ 15.65ｍ 

    ・建築面積   182.0ｍ2  、    延床面積  567.0ｍ2  

    ・1ＦＬの位置  ＧＬ+150 

    ・用  途   1～3 階 事務所 

 

（2）構造概要 

    ・構造種別  鉄筋コンクリ－ト造 

    ・架構種別  Ｘ・Ｙ方向 ラ－メン構造 

 

（3）荷重条件 

    ・床荷重 

       屋 根・屋 上   床仕上げ  1100Ｎ/ｍ2 

       居室・事務所   床仕上げ   800Ｎ/ｍ2 

                                天 井     200Ｎ/ｍ2 

    ・積載荷重 

       屋  根    床・小梁用   900Ｎ/ｍ2 

                              骨組用     700Ｎ/ｍ2 

               地震用       300Ｎ/ｍ2    

       屋  上    床・小梁用  1800Ｎ/ｍ2 

                              骨組用    1300Ｎ/ｍ2 

               地震用       600Ｎ/ｍ2    

 

       事務所     床・小梁用  2900Ｎ/ｍ2 

                              骨組用    1800Ｎ/ｍ2 

               地震用       800Ｎ/ｍ2    

 

    ・部材仕上げ  柱、梁  500Ｎ/ｍ2   

（4）部材寸法 

    ・柱部材 

    階     符号      Ｃ1       Ｃ2 

   ＺＲ    ｂ×Ｄ    650×650     --------      

   Ｚ3    ｂ×Ｄ    800×800     800×800      

   Ｚ2    ｂ×Ｄ    800×800     800×800      

   Ｚ1    ｂ×Ｄ    800×800     800×800      
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    ・大梁部材 

    階     符号      Ｇ1      Ｇ１A        Ｇ2      Ｇ3 

   ＺPR    ｂ×Ｄ   400×650    --------    400×650   400×650 

   ＺR     ｂ×Ｄ    400×800    650×850   400×800    500×700 

   Ｚ3    ｂ×Ｄ   400×800    --------     400×800    -------- 

   Ｚ2    ｂ×Ｄ   400×800    --------    400×800    -------- 

 

    ・基礎梁部材 

      階     符号      FＧ1       FＧ2 

      Ｆ    ｂ×Ｄ    450×2000    450×2000 

 

     ※使用材料 コンクリ－ト：Ｆｃ24 

               鉄  筋： Ｄ16以下 ＳＤ295Ａ 

                 ： Ｄ19以上 ＳＤ345 

  ・スラブリスト 

      Ｓ1 ｔ＝200 、   Ｓ2 ｔ＝180 

 

（5）階 高 

     ・梁、スラブ天端は FL-0mm とする。 

   ・階 高 

 階  意匠階高(mm)   FL からの構造心の下がり(mm)    構造階高(mm) 

       ＺPR                  -325 

       ＺR      3500         -400           3575 

       Ｚ3      4000         -400           4000 

       Ｚ2      4000         -400           4000 

       Ｚ1      4000         -1000           4600 

   

（6）伏 図 

 

Ｚ1 階伏図 
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Ｚ2・3 礎伏図 

 

 

 

 

       

 

ＺＲ礎伏図 
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ＺPR 礎伏図 

 

 

 

（7）軸 組 図 

 

 

 

 

 

Ｙ2 通り軸組図 
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Ｘ2 通り軸組図 

 

 

 

 

 

3Ｄグラフィックス画面 
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§３ 場所打ちコンクリ－ト杭 

3-1 共通計算条件設定 

 

上部建物については、用意されたファイル「杭手順書用建物モデル」を使用します。 

（1） ASCAL 起動 →「杭手順書用建物モデル」を開く → メニュ－バ－：処理 → 応力計算   

   以上の計算をします → 基礎計算が可能な設定になります 

（2） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 「杭基礎計算方法」ダイアログ表示 →  

   [基礎形式等]を下記のように入力 → 保存 → 閉じる   

      基礎形式 ： 杭基礎 

杭  種 ： 場所打ちコンクリ－ト杭 

      設計指針 ： 東京Ａ 

      工  法 ： アースドリル 

      コンクリ－トの打設状態 ： 無 水 

      杭頭位置と基礎梁芯とのレベル差（ｍｍ） ： 1200 ＊1 （P.8 参照） 

          ＊1 レベル差を考慮しない場合は 0とします。  [Q&A No.7201] 
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3-2 荷重等計算条件設定 

 

（1） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 荷重等計算条件 →「荷重等計算条件」

ダイアログ表示   

 

根入れ深さを考慮しない場合は Df(mm)は 0 とします。 

   下図のように入力します。  
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※ 根入れ深さ等を考慮する場合 

 

  下記のように入力します。  

根入れ深さ Dｆ(mm) ： 2500 （2000 未満は 0として計算されます） 

地下部分の水平深度ｋ ： 計算ボタンをクリック → 0.094 表示 

基礎の根入れ効果の考慮 ： する 

根入れ効果計算用地上部分の高さＨ(mm) ： 12150 

低減率α ： 計算ボタンをクリック → 0.446 表示 

                      （下図参照） 

 

 
   

 

追記（ａ）（参考）上部計算設計水平力 Q1：表示ボタンクリック → 数値表示  

      ＊上部構造・応力計算の実行をしてない場合は「応力未終了」と表示。            

   

（ｂ）（参考）水平力用基礎重量 WF1 ：表示ボタンクリック → 数値表示  

      ＊フ－チングが未配置の場合は 0.0 と表示。            
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3-3 杭径・杭材料等確定 

    ◆ 杭の断面、配筋、材料等を設定します。  

 

（1）メニュ－バ－：躯体 → 材料 → 杭リスト → 場所打ちコンクリ－ト → 「場所打ちコン

クリ－ト」ダイアログ表示      [Q&A No.7104] 

下図のように入力します。 

     ※コメントは採用される杭符号等を入力します。ただし計算には無関係なデ－タです。 

 

 

 

     ◆ 杭符号の構成を上記（1）によって設定された、登録番号によって確定します。  

 

 （2）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 杭設定 → 「部材リスト・杭」ダイアログ表示 

                                                                 [Q&A No.7104] 

     ・設計 GLとの取り合い、杭長は（P.8）を参照下さい。  

     ・杭長の入力単位は（ｃｍ）です。 

・杭頭深度は設計 GLと杭頭との距離であり、入力単位は（ｍｍ）です。 

          [Q&A No.7104] 

 

    ※拡底杭でない場合は場所打ち拡底径は 0（入力なし）とします。 
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     ◆ フ－チングの設定をします。  [Q&A No.7205] 

 

（3）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 独立基礎 → 「部材リスト・独立基礎」ダイアログ表示 

   [F1]を例にとって数値の説明をします。  

 

         *1    *2   *3     *4 

[フ－チング]： 1200 （1200） -2200  n：1  

 

                   ＊1 ： フ－チング元端厚 

                   ＊2 ： フ－チング先端厚（元端厚と同じ場合は省略可） 

                   ＊3 ： 層からのフ－チング下端深さ 

                   ＊4 ： 杭本数 

 

         *5  *6  *7      *8 

[杭  配  置]： 0   800  （1）  k:P1  

 

                   ＊5 ： 杭間隔寸法（１本杭の場合は 0） 

                   ＊6 ： 杭の端あき寸法 

                   ＊7 ： フ－チング形状タイプ一覧表のタイプ番号（P.14 参照）  

                   ＊8 ： 杭符号（「杭設定」で定義した杭符号 P.12 参照）  
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3-4 基礎配置 

  ◆ Y1・X1 にＦ1を配置します。  [Q&A No.7205] 

（1）層面Ｚ1 クリック → 躯体 → 平面配置 → Y1・X1 節点を右クリック → 節点部材配置 

→「節点への配置部材」ダイアログ表示 →「独立基礎」・「Ｆ1」選択 → ＯＫボタン 

       
 

 

  ◆ 同様に全箇所に基礎を配置します。 
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※ 鉛直時設計用軸力画面表示方法を説明します。 

  

  鉛直時設計用軸力（上部計算鉛直時支点反力+フ－チング重量）を画面に表示し確認 

することが出来ます。 

・層面Ｚ1クリック → 基礎計算用デ－タ → Ｚ1平面図表示 

       

 

・メニュ－バ－：「オプション」 → 設計用軸力表示モ－ド → 杭設計用軸力表示 

       

※「基礎計算」がグレ－表示の場合は、「応力計算まで」以上の計算を実行して下さい。 
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3-5 杭計算条件設定 

杭の計算条件を設定します。 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 杭計算条件 → 「杭計算条件」ダイアログ表示 

   下図ように入力します。（デフォルト値） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

※ 上記と異なる杭計算条件を設定したい場合は下記によります。 

      ・設定例：杭支持力を直接入力する場合   [Q&A No.7206] 

計算条件番号 2を入力 → 杭支持力のチェック（レ）をはずし、2300 入力 →  

保存 → 閉じる （下図参照） 
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・計算条件 2を配置設定  （下図参照） 

層面Ｚ1クリック → 基礎計算用デ－タ → 基礎計算用デ－タ・平面図表示 

→ 基礎符号右クリック → 杭計算条件 → 「杭計算条件」ダイアログ表示  

→ 計算条件番号選択 → ＯＫボタン → 基礎符号が消えて計算条件番号表示 

 
         PR ： 杭計算条件番号 

                  JR ： 地盤デ－タ番号 

                  KR ： 杭境界条件番号 
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追記（ａ）計算条件番号が 1のみの場合は配置する必要はありません。  

  （ｂ）計算条件番号が 2以上のみ配置します。  
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3-6 地盤デ－タ・杭境界条件設定 

3-6-1 地盤デ－タ 

ボ－リング柱状図のＮ値、土質名、設計 GL との関係等を入力します。   

（1）メニューバー：計算条件 → 地盤デ－タ・杭境界条件 → 地盤デ－タ → 「地盤デ－タ」 

ダイアログ表示    [Q&A No.7101] [Q&A No.7102] 

    ・ボ－リング柱状図（P.8）を参照して入力して下さい。  

    ・深度・Ｎ値・土質名を入力します。（深度入力 1.0ｍ～29.0ｍ） 

・層厚は深度を入力することにより、自動表示されます。 

    ・設計 GL とのレベル差 ： 200 （ボ－リング柱状図 P.8 参照） 

 

   ※（ａ）設計水位深度は設計 GLからの深度を入力します。 

       設計水位を考慮しない場合は 0とします。 

    （ｂ）摩擦考慮開始深度 

       地盤の一部において、杭との摩擦力を考慮出来ない場合に入力します。 

       （P.8 参照） 

       地盤の全般にわたって、杭との摩擦力を考慮出来る場合は 0とします。 

 

    [深度 1.0～13.0ｍ] 
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    [深度 14.0～26.0ｍ]   ※深度 27.0～29.0ｍは同様に入力して下さい。 

         

 

 

※ 地盤デ－タが 2以上ある場合は、杭計算条件と同様に地盤デ－タ番号 JR：2～を設定して 

    配置する必要があります。（P.17～19 参照）  

       [Q&A No.7106] 
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3-6-2 杭境界条件 

 杭頭固定度、杭先端支持条件を設定します。 

 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 地盤デ－タ・杭境界条件 → 杭境界条件 → 「杭境界条件」 

ダイアログ表示 

下図のように入力します。 

     

       

 

※ 杭境界条件が 2以上ある場合は、杭計算条件と同様に杭境界条件番号 KR：2～を 

設定して配置する必要があります。（P.17～19参照）  

           [Q&A No.7106] 
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3-7 計算実行 

（1）メニューバー：処理 → 基礎計算クリック 

※「基礎計算」がグレ－表示の場合は、「応力計算まで」以上の計算を実行して下さい。 

 

 

 ※ 杭の計算結果を画面で確認することが、出来ます。  [Q&A No.7309] 

・層面Ｚ1クリック → 基礎計算用デ－タ → Ｚ1平面図表示 
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・層面Ｚ1クリック → 計算結果 → 基礎計算 → 基礎計算結果表示 

       
                  LR ： 長期支持力安全率 

                  SR ： 短期支持力安全率 

                  SM ： 短期曲げモ－メント安全率 

                  SQ ： 短期せん断力安全率 

 

・上図の LR、SR、SM、SQ 符号をクリックすると、それぞれの項目に対する詳細な 

結果が表示します。 

下図は X1・Y2 杭の LR をクリックした場合の結果表示です。 
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3-8 計算書出力 

 

メニューバー：計算結果 → 計算書出力 → 「計算書出力」ダイアログ表示 →   

 「§12 基礎・地盤」プラスボタンをクリック  

  ※ 以下同様の操作となります。 

 

3-8-1 設計概要 

 

（1） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「物件概要」 → 物件概要 表示   
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（2） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「杭の緒元」 → 杭の緒元 表示   

 

 

 

（3） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「支持力計算条件」 →支持力計算条件 

 表示 
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（4） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「設計水平力」 → 設計水平力 表示 
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3-8-2 地盤概要 

 

（1） 左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤デ－タ一覧」 → 地盤デ－タ一覧 

 表示 

 
 

（2） 左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤柱状図」 → 地盤柱状図表示 
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3-8-3 杭配置 

 

（1） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「部材リスト」 → 部材リスト 表示 

 

 

（2） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「杭伏図」 →杭伏図 表示 
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3-8-4 鉛直力に対する検討 

（1）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「地盤による許容支持力 Ra」 → 地盤による許容支持力 Ra 表示 

 

 

（2）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「杭材の許容耐力 Na」 → 杭材の許容耐力 Na 表示 
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（3）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「許容支持力 Rad」 → 許容支持力 Rad 表示 

 

 

（4）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」プラ 

スボタンをクリック  → 「設計用長期軸力」 → 設計用長期軸力 表示 
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（5）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」 

プラスボタンをクリック  → 「設計用短期軸力」 → 設計用短期軸力 表示 

 

 

（6）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」 

プラスボタンをクリック  → 「長期許容支持力の検討」 → 長期許容支持力の検討 表示 
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（7）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」 

プラスボタンをクリック  → 「短期許容支持力の検討」 → 短期許容支持力の検討 表示 
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3-8-5 水平力に対する検討 

（1）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「地盤変形係数」 → 

地盤変形係数 表示 

 

 

（2） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「曲げモ－メント図」  

→ 曲げモ－メント図 表示 
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（3） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「変位図」 → 変位図 表示 

 

 

 

（4）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容曲げモ－メントに対

する検討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容曲げモ－メントに対する検討」 → 

短期許容曲げモ－メントに対する検討 表示 
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（5）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容曲げモ－メントに対

する検討」プラスボタンをクリック  → 「M-N図」 → M-N 図 表示 

 

 

（6）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容せん断力に対する検

討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容せん断力に対する検討」 → 短期許容せん断

力に対する検討 表示 
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3-9 杭頭モ－メント算定 

 

3-9-1 杭頭モ－メント変更 

 基礎梁設計用曲げモ－メントを変更します。 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 杭計算条件 → 基礎梁設計用曲げモ－メント → 「基礎梁 

設計用曲げモ－メント」ダイアログ表示 
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（2）変更する基礎の「杭頭位置と基礎梁芯とのレベル差」を変更します。  

   Ｘ2・Ｙ2基礎のレベル差を 1.50m に変更 → 「基礎梁設計用曲げモ－メント」の 

   数値 977.45 に表示変更 → 保存 → 閉じる   （下図参照） 
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3-9-2 杭頭モ－メントを考慮した基礎梁計算 

  

 「杭頭モ－メント考慮」の設定をします。 [Q&A No.7201] 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 共通計算条件 → 荷重条件（2）→  「荷重条件（2）」ダイア 

   ログ表示 → 杭曲げ戻しモ－メント：「基礎梁のみに負担させる」を選択 → 保存  

 

 
 

 

（2）メニューバー：処理 → 「断面計算まで」以上の計算を実行 
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（3）基礎梁の応力図の確認 

 

メニューバー：計算結果 → 計算書出力 → 左欄「§6応力解析」プラスボタンをクリック 

→「水平荷重時」プラスボタンクリック →「 杭曲戻し応力図」→ 杭曲戻し応力図 表示 
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§４ ＰＨＣ杭 

4-1 共通計算条件設定 

上部建物については、用意されたファイル「杭手順書用建物モデル」を使用します。 

（1） ASCAL 起動 →「杭手順書用建物モデル」を開く → メニュ－バ－：処理 → 応力計算 

   以上の計算をします → 基礎計算が可能な設定になります 

（2） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 「杭基礎計算方法」ダイアログ表示 →  

   [基礎形式等]を下記のように入力 → 保存 → 閉じる 

      基礎形式 ： 杭基礎 

杭  種 ： PHC杭 

      設計指針 ： 告示（埋込み） 

      工  法 ： 埋込み杭 

      杭頭位置と基礎梁芯とのレベル差（ｍｍ） ： 1200 ＊1 （P.8 参照） 

          ＊1 レベル差を考慮しない場合は 0とします。  [Q&A No.7201] 
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4-2 荷重等計算条件設定 

（1） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 荷重等計算条件 →「荷重等計算条件」

ダイアログ表示 

 

根入れ深さを考慮しない場合は Df(mm)は 0 とします。 

   下図のように入力します。 

 

 
 

 

 

 

※ 根入れ深さ等を考慮する場合は下記を参照下さい。 

 

    §3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.10 ～ 11 参照） 
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4-3 杭計算条件設定 

◆ 杭の断面、配筋、材料等を設定します。  

 

（1）メニュ－バ－：躯体 → 材料 → 杭リスト → PHC → 「PHC」ダイアログ表示 

             [Q&A No.7104] 

下図のように入力します。 

     ※コメントは採用される杭符号等を入力します。ただし計算には無関係なデ－タです。 

 

 

     ◆ 杭符号の構成を上記（1）によって設定された、登録番号によって確定します。  

 

 （2）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 杭設定 → 「部材リスト・杭」ダイアログ表示 

                                                                  [Q&A No.7104] 

     ・設計 GLとの取り合い、杭長は（P.8）を参照下さい。  

     ・杭長の入力単位は（ｃｍ）です。 

・杭頭深度は設計 GLと杭頭との距離であり、入力単位は（ｍｍ）です。 

       [Q&A No.7104] 
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    ◆ フ－チングの設定をします。  [Q&A No.7205] 

 

（3）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 独立基礎 → 「部材リスト・独立基礎」ダイアログ表示 

  [F1]を例にとって数値の説明をします。  

 

         *1    *2   *3     *4 

[フ－チング]： 1000 （1000） -2200  n：1  

 

                   ＊1 ： フ－チング元端厚 

                   ＊2 ： フ－チング先端厚（元端厚と同じ場合は省略可） 

                   ＊3 ： 層からのフ－チング下端深さ 

                   ＊4 ： 杭本数 

 

         *5  *6  *7      *8 

[杭  配  置]： 0   600  （1）  k:P1  

 

                   ＊5 ： 杭間隔寸法（１本杭の場合は 0） 

                   ＊6 ： 杭の端あき寸法 

                   ＊7 ： フ－チング形状タイプ一覧表のタイプ番号（P.14 参照）  

                   ＊8 ： 杭符号（「杭設定」で定義した杭符号 P.43 参照）  
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4-4 鉛直時設計用軸力画面表示 

 ◆ Y1・X1にＦ1を配置します。  [Q&A No.7205] 

（1）層面Ｚ1クリック → 躯体 → 平面配置 → Y1・X1 節点を右クリック → 節点部材配置  

   →「節点への配置部材」ダイアログ表示 →「独立基礎」・「Ｆ1」選択 → ＯＫボタン                 

       
 
  ◆ 同様に全箇所に基礎を配置します。 

    
 

※ 鉛直時設計用軸力画面表示方法は下記を参照下さい。 

     §3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.16参照） 
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4-5 杭径・杭材料等確定 

杭の計算条件を設定します。 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 杭計算条件 → 「杭計算条件」ダイアログ表示 

      

下図のように入力します。 

      

 

 

※ 上記と異なる杭計算条件を設定したい場合は下記を参照下さい。 

          §3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.17 ～ 19 参照） 
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4-6 地盤デ－タ・杭境界条件設定 

4-6-１ 地盤デ－タ 

 ・ボ－リング柱状図のＮ値、土質名、設計 GL との関係等は P.8 を参照下さい。   

 ・入力方法は §3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.20 ～ 21）を参照下さい。   

  

 

 

 

 

 

 

4-6-2 杭境界条件 

 杭頭固定度、杭先端支持条件を設定します。 

 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 地盤デ－タ・杭境界条件 → 杭境界条件 → 「杭境界条件」 

ダイアログ表示 

 

    下図のように入力します。 

  

 

※ 杭境界条件が 2以上ある場合は、杭計算条件と同様に杭境界条件番号 KR：2～を 

設定して配置する必要があります。  

 [Q&A No.7106] 

§3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.22参照） 
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4-7 鉛直力に対する検討 

（1）メニューバー：処理 → 基礎計算クリック 

※「基礎計算」がグレ－表示の場合は、「応力計算まで」以上の計算を実行して下さい。 

 

 

 ※1 杭の計算結果を画面で確認する方法は下記を参照下さい。  [Q&A No.7309] 

§3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.23 ～ 24 参照）  
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4-8 水平力に対する検討 

 

メニューバー：計算結果 → 計算書出力 → 「計算書出力」ダイアログ表示 →  

 「§12 基礎・地盤」プラスボタンをクリック  

  ※ 以下同様の操作となります。 

 
4-8-1 設計概要 

 

（1）左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「物件概要」 → 物件概要 表示   
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（2）左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「支持力計算条件」 → 支持力   

   計算条件 表示 

   

 
 
（3） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「設計水平力」 → 設計水平力 表示   
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4-8-2 地盤概要 

（1）左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤デ－タ一覧」 → 地盤デ－タ一覧 

 表示 

 
 

（2） 左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤柱状図」 → 地盤柱状図 表示 
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4-8-3 杭配置 

 

（1） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「部材リスト」 → 部材リスト 表示 

    
 

（2） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「杭伏図」 →杭伏図 表示 

 
    



㈱アークデータ研究所 

53 

4-8-4 鉛直力に対する検討 

（1）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「地盤による許容支持力 Ra」 → 地盤による許容支持力 Ra 表示 

  

（2）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「杭材の許容耐力 Na」 → 杭材の許容耐力 Na 表示 
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（3）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「許容支持力 Rad」 → 許容支持力 Rad 表示 

   

 

（4）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」プラス 

ボタンをクリック  → 「設計用長期軸力」 → 設計用長期軸力 表示 
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（5）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」プラス 

ボタンをクリック  → 「設計用短期軸力」 → 設計用短期軸力 表示 

 

 

（6）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」プラス 

ボタンをクリック  → 「長期許容支持力の検討」 → 長期許容支持力の検討 表示 
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（7）左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」プラス 

ボタンをクリック  → 「短期許容支持力の検討」 → 短期許容支持力の検討 表示 
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4-8-5 水平力に対する検討 

（1）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「地盤変形係数」 →  

地盤変形係数 表示 

   

 

（2）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「曲げモ－メント図」 

→ 曲げモ－メント図 表示 
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（3）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「変位図」 → 変位図 表示 

 

      

 

（4）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容曲げモ－メントに 

対する検討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容曲げモ－メントに対する検討」 →

短期許容曲げモ－メントに対する検討 表示 
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（5）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容曲げモ－メントに 

対する検討」プラスボタンをクリック  → 「M-N 図」 → M-N 図 表示 

 

（6）左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容せん断力に対する 

検討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容せん断力に対する検討」 → 短期許容 

せん断力に対する検討 表示 
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4-9 杭頭モ－メント算定 

 

・杭頭モ－メント変更 

・杭頭モ－メントを考慮した基礎梁計算 

   

上記 2項目については §3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.38 ～ 41）を参照下さい。 
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§５ 鋼管杭 
5-1 共通計算条件設定 

上部建物については、用意されたファイル「杭手順書用建物モデル」を使用します。 

（1） ASCAL 起動 →「杭手順書用建物モデル」を開く → メニュ－バ－：処理 → 応力計算   

   以上の計算をします → 基礎計算が可能な設定になります 

（2） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 「杭基礎計算方法」ダイアログ表示 →  

   [基礎形式等]を下記のように入力 → 保存 → 閉じる   

      基礎形式 ： 杭基礎 

杭  種 ： 鋼管杭 

      設計指針 ： 学会（埋込み） 

      工  法 ： 埋込み杭 

      杭頭位置と基礎梁芯とのレベル差（ｍｍ） ： 1200 ＊1 （P.8 参照） 

       ＊1レベル差を考慮しない場合は 0とします。  [Q&A No.7201] 
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5-2 荷重等計算条件設定 

（1） メニュ－バ－：計算条件 → 杭共通計算条件 → 荷重等計算条件 →「荷重等計算条件」

ダイアログ表示   

 

根入れ深さを考慮しない場合は Df(mm)は 0 とします。 

   下図のように入力します。  

 

 
 

 

 

 

※ 根入れ深さ等を考慮する場合は下記を参照下さい。 

 

    §3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.10 ～ 11 参照） 
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5-3 杭計算条件設定 

 ◆ 杭の断面、配筋、材料等を設定します。  

 

（1）メニュ－バ－：躯体 → 材料 → 杭リスト → 鋼管 → 「鋼管」ダイアログ表示 

[Q&A No.7104] 

下図のように入力します。 

    ※コメントは採用される杭符号等を入力します。ただし計算には無関係なデ－タです。 

 

   

 

     ◆ 杭符号の構成を上記（1）によって設定された、登録番号によって確定します。  

 

（2）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 杭設定 → 「部材リスト・杭」ダイアログ表示 

                                                                 [Q&A No.7104] 

   ・設計 GL との取り合い、杭長は（P.8）を参照下さい。 

   ・杭長の入力単位は（ｃｍ）です。 

・杭頭深度は設計 GLと杭頭との距離であり、入力単位は（ｍｍ）です。 

  [Q&A No.7104] 
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◆ フ－チングの設定をします。  [Q&A No.7205] 

 

（3）メニュ－バ－：躯体 → 部材 → 独立基礎 → 「部材リスト・独立基礎」ダイアログ表示 

  [F1]を例にとって数値の説明をします。  

 

         *1    *2   *3     *4 

[フ－チング]： 1200 （1200） -2200  n：1  

 

                   ＊1 ： フ－チング元端厚 

                   ＊2 ： フ－チング先端厚（元端厚と同じ場合は省略可） 

                   ＊3 ： 層からのフ－チング下端深さ 

                   ＊4 ： 杭本数 

 

         *5  *6  *7      *8 

[杭  配  置]： 0   625  （1）  k:P1  

 

                   ＊5 ： 杭間隔寸法（１本杭の場合は 0） 

                   ＊6 ： 杭の端あき寸法 

                   ＊7 ： フ－チング形状タイプ一覧表のタイプ番号（P.14 参照）  

                   ＊8 ： 杭符号（「杭設定」で定義した杭符号 P.12 参照）  
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5-4 鉛直時設計用軸力画面表示 

◆ Y1・X1 にＦ1を配置します。  [Q&A No.7205] 

（1）層面Ｚ1クリック → 躯体 → 平面配置 → Y1・X1 節点を右クリック → 節点部材配置 

→「節点への配置部材」ダイアログ表示 →「独立基礎」・「Ｆ1」選択 → ＯＫボタン                 

       
 
  ◆ 同様に全箇所に基礎を配置します。 

    
 

※ 鉛直時設計用軸力画面表示方法は下記を参照下さい。 

      §3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.16参照） 
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5-5 杭径・杭材料等確定 

杭の計算条件を設定します。 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 杭計算条件 → 「杭計算条件」ダイアログ表示 

    下図ように入力します。  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

※ 上記と異なる杭計算条件を設定したい場合は下記を参照下さい。 

 

    §3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.17 ～ 19 参照）  
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5-6 地盤デ－タ・杭境界条件設定 

5-6-１ 地盤デ－タ 

 ・ボ－リング柱状図のＮ値、土質名、設計 GL との関係等は P.8 を参照下さい。   

 ・入力方法は §3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.20 ～ 21）を参照下さい。   

 

 

 

5-6-2 杭境界条件 

 杭頭固定度、杭先端支持条件を設定します。 

 

（1）メニューバー：計算条件 → 地盤デ－タ・杭境界条件 → 杭境界条件 → 「杭境界条件」 

ダイアログ表示 

下図のように入力します。 

     

  

 

※ 杭境界条件が 2以上ある場合は、杭計算条件と同様に杭境界条件番号 KR：2～を 

設定して配置する必要があります。 

       [Q&A No.7106] 

       §3 場所打ちコンクリ－ト杭（P.22 参照） 
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5-7 鉛直力に対する検討 

（1）メニューバー：処理 → 基礎計算クリック 

※「基礎計算」がグレ－表示の場合は、「応力計算まで」以上の計算を実行して下さい。 

 

 

※1 杭の計算結果を画面で確認する方法は下記を参照下さい。  [Q&A No.7309] 

 

§3 場所打ちコンクリ－ト杭 （P.23 ～ 25参照） 

 

 

 

 



㈱アークデータ研究所 

69 

5-8 水平力に対する検討 

 

メニューバー：計算結果 → 計算書出力 → 「計算書出力」ダイアログ表示 →   

「§12 基礎・地盤」プラスボタンをクリック  

  ※ 以下同様の操作となります。 

 

5-8-1 設計概要 

 

（1） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「物件概要」 → 物件概要 表示 
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（2） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「支持力計算条件」 → 支持力計算条件 

 表示 

 
 

（3） 左欄「設計概要」プラスボタンをクリック → 「設計水平力」 → 設計水平力 表示   
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5-8-2 地盤概要 

（1）左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤デ－タ一覧」 → 地盤デ－タ一覧 

 表示 

 
 

（2） 左欄「地盤概要」プラスボタンをクリック → 「地盤柱状図」 → 地盤柱状図 表示 
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5-8-3 杭配置 

 

（1） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「部材リスト」 → 部材リスト 表示   

 
 
（2） 左欄「杭配置」プラスボタンをクリック → 「杭伏図」 →杭伏図 表示   
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5-8-4 鉛直力に対する検討 

（1） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「地盤による許容支持力 Ra」 → 地盤による許容支持力 Ra 表示 

  

（2） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「杭材の許容耐力 Na」 → 杭材の許容耐力 Na 表示 

     
 

 

 
 

 

 



㈱アークデータ研究所 

74 

（3） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力」プラスボタン 

をクリック  → 「許容支持力 Rad」 → 許容支持力 Rad 表示 

   

 

（4） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」プラ 

スボタンをクリック  → 「設計用長期軸力」 → 設計用長期軸力 表示 
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（5） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「設計用軸力の算出」プラ 

スボタンをクリック  → 「設計用短期軸力」 → 設計用短期軸力 表示 

   

 

（6） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」プラ 

スボタンをクリック  → 「長期許容支持力の検討」 → 長期許容支持力の検討 表示 
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（7） 左欄「鉛直力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「許容支持力の検討」プラ 

スボタンをクリック  → 「短期許容支持力の検討」 → 短期許容支持力の検討 表示 
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5-8-5 水平力に対する検討 

（1） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「地盤変形係数」 →  

地盤変形係数 表示 

   

 

（2） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「曲げモ－メント図」  

→ 曲げモ－メント図 表示 
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（3） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「変位図」 → 変位図 表示 

 

    

 

（4） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容曲げモ－メントに対

する検討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容曲げモ－メントに対する検討」 →短

期許容曲げモ－メントに対する検討 表示 
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（5） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「短期許容せん断力に対する検

討」プラスボタンをクリック  → 「短期許容せん断力に対する検討」 → 短期許容せん

断力に対する検討 表示 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  



㈱アークデータ研究所 

80 

（6） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「接合部検討」プラスボタンを

クリック  → 「短期許容曲げモ－メントに対する検討」 → 短期許容曲げモ－メントに

対する検討 表示 

 

 

（7） 左欄「水平力に対する検討」プラスボタンをクリック → 「接合部検討」プラスボタンを

クリック  → 「鉄筋重ね継手長に対する検討」 →鉄筋重ね継手長に対する検討 表示 
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5-9 杭頭モ－メント算定 

 

・杭頭モ－メント変更 

・杭頭モ－メントを考慮した基礎梁計算 

    

上記 2項目については §3場所打ちコンクリ－ト杭（P.37 ～ 40）を参照下さい。 
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